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令和５年度決算及び議案審議等・・・・・・・・Ｐ２～Ｐ8

子ども模擬議会代表者に聞きました・・・・・・・・Ｐ２0

写真／ 10月10日
　　 栃木県高根沢町議会へ行政視察を実施

裏表紙

　　議員12人が町政を問う・・・・・・・・・・・・・Ｐ13～Ｐ19一般
質問

9月
定例会

議員定数の削減など議会改革に関する事項を、高根沢町議会議長をはじめ、
議会事務局職員から説明を受けました。
議員定数の削減など議会改革に関する事項を、高根沢町議会議長をはじめ、
議会事務局職員から説明を受けました。



議会だより　しすい 2

町債 2億2,598万1千円町債 2億2,598万1千円

地方消費税交付金
4億9,970万7千円
地方消費税交付金
4億9,970万7千円

県支出金
4億3,285万円

県支出金
4億3,285万円

国庫支出金
8億7,809万円
国庫支出金

8億7,809万円
住民税・固定資産税・
都市計画税など町民
の皆さんから納めら
れるお金 

国や銀行からの借入金

繰入金　
2億8,455万9千円
繰入金　
2億8,455万9千円

　　  その他　
6億1,340万8千円
　　  その他　
6億1,340万8千円

町税　
29億8,592万1千円

町税　
29億8,592万1千円

国からの補助金など使い
道が特定されているお金

県から交付される使い道
が決められているお金

地方交付税
13億3,486万7千円
地方交付税

13億3,486万7千円
自治体間の格差を無く
すため、国から町に交
付されるお金

貯金(基金)を切り崩したお金

一般会計
収入収入
72億
5,538万3千円

自
主

財
源

依
存

財
源

繰越金や寄付、その他
の収入

９月定例会

依存財源：35億5,275万8千円（48.9％） 自主財源：37億262万5千円（51.1％）

令和 5年度歳入（収入）の概要令和 5年度歳入（収入）の概要令和 5年度歳入（収入）の概要

▶町　　　税…�前年度比 2,126 万 3千円の増額
▶地方交付税…前年度比 1億 832 万１千円の増額
▶国庫支出金…�前年度比１億 6,943 万 1千円の減額
▶県 支 出 金…前年度比 3,547 万７千円の増額
▶町　　　債…�前年度比 760 万 8千円の減額
▶繰　入　金…�財政調整基金からの繰入が減少したことにより、前年度比

1億 3,010 万 6千円の減額

商工費
1億1,400万7千円

衛生費
6億1,412万8千円
衛生費
6億1,412万8千円

土木費
4億9,628万6千円
土木費
4億9,628万6千円

民生費
23億3,762万円

子育て支援、高齢者、
障がい者福祉などに
かかるお金

総務費
12億181万8千円
町有財産管理、広報、
防災、税務、戸籍、選
挙などにかかるお金

教育費
9億8,854万2千円

教育費
9億8,854万2千円

小中学校・社会教育施設の維持
管理、給食、文化財保護、スポー
ツ振興などにかかるお金

公債費
5億7,139万5千円
公債費
5億7,139万5千円
町の借金（町債）の返済に充
てるお金

消防費
5億1,658万円
消防費
5億1,658万円
消防組合や消防団事業に
かかるお金

ごみ処理、予防接種、健診医療
助成などにかかるお金

議会費
1億1,894万9千円

農林水産業費
7,035万5千円

道路・公園の維持管理や交通
安全対策にかかるお金

一般会計
支出支出
70億
2,968万円

　令和５年度各会計決算に
ついては、議員６名による
「決算審査特別委員会」が
３日間にわたり開催され、
執行部からの詳細な説明を
受けるとともに、厳正な審
査を行いました。
　決算審査特別委員会の審
査結果報告を受け、審議の
結果、各会計決算はいずれ
も原案のとおり認定されま
した。
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決　算
令和５年度歳出（支出）の概要令和５年度歳出（支出）の概要

　第６次総合計画・前期基本計画の２年目となる令和５年度。計画期間の５年間で特に力を入れて推進すべきと
して掲げた３つの重点テーマ「安全・安心」「郷土力」「将来の息吹」。これらの実現を目指し、まちづくりの基
本目標として７つの政策分野にまとめられています。
　令和５年度に実施された事業などの一部を基本目標ごとに紹介します。

誰もが健やかに暮らせる、支え合いのまちづくり（健康・福祉・子育て）
▶電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援事
業（低所得世帯追加給付）1億1,821万円
▶電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援事
業（低所得世帯分）�5,080 万円
▶子ども医療費助成事業　5,998 万円

目
標
１

▶障害者福祉事業　4,534 万円
（重度心身障害者医療給付事業・福祉タク
シー事業・紙おむつ等購入助成事業など）
▶老人福祉事業　2,515 万円
（はりきゅうマッサージ等施術利用料助成
事業・高齢者外出支援タクシー事業など）

目
標
２

人権と学びが尊重され、豊かな心と歴史・文化が香るまちづくり（教育・文化）
▶墨古沢遺跡保存整備事業　7,457 万円
▶本佐倉城跡保存整備事業　982 万円
▶公民館管理事業　1,726 万円
▶�プリミエール管理事業　2,594 万円

▶放課後児童クラブ事業　5,336 万円
▶スクールバス運行業務委託事業　�1,381万円
▶町立小・中学校修学旅行費補助金　150 万円

目
標
３

豊かな日常を守る、安全安心なまちづくり（生活安全）
▶消防団事業　1,344万円
▶消防施設事業　1,395万円
（消防団装備品や消防機庫、消防車の維持管理など）
▶防災一般事務費　280万円
（備蓄品等の整備や土砂災害ハザードマップ作成など）
▶交通安全推進啓発事業　46万円

▶防災行政無線管理整備事業　533 万円
▶防犯街灯事業　2,446 万円
▶交通安全対策事業　1,076 万円
▶防犯ボックス事業　1,031 万円
▶防犯事業　381 万円

目
標
４

自然と共存し、環境に負荷をかけないまちづくり（環境共生）
▶環境衛生対策事業　2,192万円
（葬祭組合管理運営の経費や飼い犬の登録管理・狂犬病
予防注射の啓発など）
▶地球温暖化対策推進事業　527万円
（家庭での地球温暖化対策促進のため電気自動車の購入
や蓄電池システムの設置等に補助金の交付など）

▶じん芥処理事業　1億 8,806 万円
（清掃組合管理運営の経費や一般家庭ゴミの収集運搬、コ
ンポストや機械式生ゴミ処理機購入への補助金交付など）
▶し尿処理事業　1,578 万円
（衛生施設管理組合管理運営の経費や補助対象区域内
に高度処理型合併浄化槽等設置への補助金交付など）

目
標
５

便利で快適な、歩いて暮らせるまちづくり（都市基盤）
▶道路維持事業　6,726万円
（舗装補修、側溝清掃、除草など町道の維持管理）
▶駐輪場事業　1,690万円
▶住宅リフォーム補助事業　226 万円
▶道路改良新設事業　1,041 万円

▶総合公園管理事業　1,893 万円
▶街区公園管理事業　2,103 万円
▶社会資本整備総合交付金事業（道維）
（町が管理する橋梁の補修工事や補修に伴う設
計業務、橋梁長寿命化修繕計画の見直し）　
8,419万円

目
標
６

活気と魅力にあふれ、にぎわいのあるまちづくり（産業・経済）
▶農業振興管理事業　893 万円
（肥料等物価高騰対策農業者助成金の支給など）
▶商工業振興事業　406 万円
（原油価格高騰対策助成金の支給、町商工会への
補助金交付など）

▶コミュニケーションセンター事業　765万円
▶コミュニティプラザ運営事業　1,865万円
▶ハーブガーデン運営事業　913 万円
▶まるごとしすい運営事業　1,184 万円
▶観光事業　206 万円

目
標
７

多様な主体との連携により、地域の力で紡ぎだすまちづくり（地域生活・行財政）
▶公園等愛護活動推進事業　210 万円
▶地区集会所等補助事業　1,166 万円
▶自治振興事業　707 万円

▶隣保館運営事業　1,051 万円
▶情報化推進事業　4,371 万円
▶庁舎管理事業　2,276 万円
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決　算

収 入（歳 入） 支 出（歳 出）

区　分 令和５年度
令和４年度

令和５年度
令和４年度

前年度比較 前年度比較

一般会計 72億 5,538万3千円
72億 7,503万 7千円

70億 2,968万円
67億 9,563万8千円

△ 1,965万 4千円 2億 3,404万 2千円

特
別
会
計

国民健康保険 21億 867万2千円
20億 9,785万1千円

20億 9,482万円
20億 8,134万4千円

△ 1,082万 1千円  1,347万 6千円

介��護��保��険 15億 6,625万8千円
14億 7,605万2千円

15億 2,867万円
14億 2,378万2千円

9,020万 6千円 1億 488万 8千円

後期高齢者医療 3億 7,402万9千円
3億 5,271万 7千円

3億 3,901万6千円
3億 5,196万円

2,131万 3千円 △1,294万 4千円

公
営
企
業
会
計

水　道
事　業

収益 4億 8,340万4千円
5億119万6千円

4億 2,911万円
4億1,053万4千円

△ 1,779万 2千円 1,857万 6千円

資本 3億 9,261万 7千円
4,710万円

5億 2,514万2千円
2億423万 7千円

3億 4,551万 7千円 3億 2,090万 5千円

下水道
事業

収益 3億 6,323万2千円
3億 6,717万 5千円

4億 2,527万3千円
4億 2,124万2千円

△ 394万 3千円 403万 1千円

資本 9,055万 7千円
7,198万9千円

1億 8,868万8千円
1億 9,860万6千円

1,856万 8千円 △ 991万 8千円

■ 一般会計の状況 ■
　決算額は、歳入総額72億5,538万3千円、歳出総額70億2,968万円、差引き2億2,570万
3千円の黒字となり、翌年度へ繰り越すべき財源4,952万4千円を差し引いた実質収支額は、
1億7,617万9千円となりました。
　これを前年度の歳入総額72億7,503万7千円、歳出総額67億9,563万8千円と比較する
と、歳入において1,965万4千円、0.3％の減。歳出においては、2億3,404万2千円、3.4
％の増となりました。

町
の
財
政
状
況

100

95

90

85
R2 R3 R4 R5

94.794.6

89.7
92.9

経常収支比率 94.7％
数値が低いほど財政の弾力性が高く、
余力がある。

県内町村平均　88.5％
0.85

0.8

0.75

0.7

0.65
R2 R3 R4 R5

0.706
0.739

0.774
0.797

財政力指数 0.706
数値が高いほど自主財源の割合が高く、
財政力が強い。

県内町村平均　0.484

自主財源比率 51.1％
歳入全体に占める自主財源の
割合のことで、前年度と同値。

実質公債費比率 5.7％
早期健全化基準の25％を下
回っている状況で健全。

将来負担比率 4.0％
早期健全化基準の350％を大幅
に下回っている状況で健全。

（単位：％）

令和５年度各会計決算額
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決　算

 一般会計 
●ふるさと納税の実施に際し、町特産品の周知及び地域経済活性化を図るため、関係課や各団体等
との連携を強化されたい。

●�町ホームページは、従前に比べ見やすさは改善されたが、検索のしやすさ向上に努められたい。�
●下宿ベースは、「酒の井の碑」に隣接しているが、鍵が施錠されているため、トイレ利用ができない。
下宿ベースの通常の利用方法と併せて、誰もが利用しやすい施設となるよう改善されたい。�

●公園等愛護活動推進事業により管理されている公園に、管理されている団体名を記載した看板を
設置し、美化意識の向上や地域コミュニティの形成などに努められたい。�

●ふれ愛タクシーについては、土日祝日の運行の可能性について検討されたい。また、スクールバ
スについては、運行される対象地域も決まっており、新たに希望される地区が対応することが
できないので、ふれ愛タクシーとスクールバスを別々の車両にするなど運行方法の見直しを検
討されたい。�

●緊急通報装置の貸与事業については、希望される全ての方が利用できるよう検討されたい。�
●墨古沢遺跡については、有識者による整備活用委員会を開催されているが、まちづくりに関する
有識者や近隣施設の管理者なども含めた中で利活用を検討されたい。また、多額の事業費を要
することから、事業を推進していく際には、住民に対し丁寧な説明をし、理解が得るよう努め
られたい。�

●除草予算については、町の責務として創意工夫の上、対応していただきたい。

決算特別委員会での意見・要望事項

令和 5年度決算に関する討論

【 決算審査特別委員会 】
委 員 長：齊藤　　博
副委員長：地福美枝子　　　委　員：金塚　学 ・ 小早稲美穂・ 木内　信子・ 小坂　和也
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る
教
師
用
指

導
書
の
購
入
事
業
に
お
い
て
、
地
方

自
治
法
第
96
条
第
１
項
第
８
号
及
び

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び

財
産
の
所
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条

例
第
３
条
の
既
定
に
よ
り
、
予
定
価

格
７
０
０
万
円
を
超
え
る
財
産
の
取

得
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
議
決
を
経

て
取
得
す
べ
き
と
こ
ろ
、
議
会
の
議

決
を
経
ず
に
物
品
の
買
入
れ
を
行
っ

て
い
た
た
め
、
当
該
買
入
れ
の
追
認

に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

議　案

９　月
定例会
議案審議

　
９
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案

の
中
か
ら
注
目
議
案
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

（
審
議
の
結
果
は
９
頁
～
12
頁
に
掲

載
）

　
今
回
の
補
正
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２
億
８
３
１
１
万
２
千
円
を
増

額
し
、
補
正
後
の
予
算
額
を
76
億
３

８
４
８
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

議
案
審
議

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

補
正
予
算

補
正
予
算  

こ
の
事
業
に
注
目
！

こ
の
事
業
に
注
目
！

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

補
正
予
算

補
正
予
算  

こ
の
事
業
に
注
目
！

こ
の
事
業
に
注
目
！

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
３
日

か
ら
10
月
４
日
ま
で
の
32
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案

20
件
、
諮
問
１
件
、
議
員
か
ら

提
案
さ
れ
た
発
議
案
２
件
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
を
行
い

ま
し
た
。
審
議
の
結
果
は
、
10

頁
か
ら
12
頁
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　
報
告
で
は
、
町
長
か
ら
次
の

２
点
が
あ
り
ま
し
た
。

①
「
令
和
５
年
度
酒
々
井
町
一

般
会
計
予
算
継
続
費
精
算
報
告

書
に
つ
い
て
」

②
「
酒
々
井
町
の
財
政
の
健
全

化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て
」

　
一
般
質
問
で
は
、
12
名
の
議

員
が
３
日
間
に
わ
た
り
行
い
、

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
振
興
、
子

育
て
支
援
な
ど
町
政
全
般
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

議
案
第
12
号

一
般
会
計
を
増
額
補
正

議
案
第
18
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
19
・
20
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て（
追
認
）

子
ど
も
医
療
費

　
　
　
　
　
助
成
事
業

119万円

　
国
の
物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
に｢

給
付
金
・
定
額

減
税
一
体
支
援
枠｣
が
創

設
さ
れ
た

こ
と
に
よ

る
増
額
補

正
　
令
和
７
年
１
月
診
療
分

か
ら
高
校

生
等
の
医

療
費
の
助

成
を
行
う

た
め
の
増

額
補
正

定
額
減
税
補
足
給
付
金

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
伴

う
通
知
の
発
送

や
医
療
機
関
へ

の
業
務
委
託
に

係
る
経
費
を
増

額
補
正

　
現
在
役
場
庁
舎
で
使
わ

れ
て
い
る
代
表
電
話
を
、

令
和
７
年
４
月
か
ら
ダ
イ

ヤ
ル
イ
ン
化
す
る
た
め
の

工
事
に
係
る

経
費
を
増
額

補
正

予
防
接
種
事
業
・

感
染
症
予
防
対
策
事
業

庁
舎
管
理
事
業

2,364万円

　
町
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
防
犯
街
灯
の
う
ち
、
町

管
理
分
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
現

地
調
査
及
び
管
理
シ
ス
テ

ム
整
備
を
行
う
た
め
の
増

額
補
正

防
犯
街
灯
事
業

832万円 167万円

1億2,556万円

９
月
定
例
会
概
要
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人
権
擁
護
委
員
の
柳や
な
ぎ
ば
し
や
す
よ

橋
康
代
委
員

が
、
本
年
12
月
31
日
に
任
期
満
了
と

な
る
こ
と
に
伴
い
、
人
権
問
題
に
深

い
理
解
が
あ
り
、
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
実
績
の
あ
る
柳
橋
氏
を
引
き
続

き
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
た
め
、

議
会
に
意
見
を
求
め
る
も
の
。

《
全
員
賛
成
で
適
任
》

　
任
期
は
、
令
和
７
年
１
月
１
日
よ

り
２
年
。

　
議
案
第
１
号
は
、
災
害
応
急
作
業

等
の
手
当
と
し
て
特
殊
勤
務
手
当
を

人
事
院
規
則
の
改
正
に
よ
り
行
う
も

議　案

人
権
擁
護
委
員
に

柳
橋
康
代
氏
を
推
薦

諮
問
第
１
号

柳橋　康代
人権擁護委員

討
論

賛　成
町
民
の
健
康
・
安
全
・
安
心
の

条
例
・
予
算
に
つ
い
て
賛
成

小
早
稲 

美
穂 

議
員

議
案
第
１
・
12
・
17
号

の
。
酒
々
井
町
及
び
他
市
町
村
等
の

災
害
時
、
派
遣
先
等
で
従
事
し
た
場

合
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
、
い
つ
起

こ
る
か
解
ら
な
い
災
い
、
職
員
一
人

ひ
と
り
の
ス
キ
ル
を
上
げ
、
も
し
も

の
災
害
時
に
酒
々
井
町
民
を
守
れ
る

頼
れ
る
存
在
と
な
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
期
待
す
る
。

　
更
に
、
議
案
第
12
号
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
高
校
生
等
医
療
費
助
成
制
度

の
高
校
生
等
の
お
子
さ
ん
の
入
院
に

係
る
保
険
適
用
分
の
医
療
費
助
成
に

加
え
、
令
和
７
年
１
月
よ
り
中
学
生

以
下
同
様
に
高
校
生
等
へ
の
通
院
費

用
も
助
成
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
議
案
第
17
号
、
近
年
の
自

然
現
象
は
、
豪
雨
・
浸
水
等
で
避
難

者
が
増
え
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
る

町
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
も
早

急
に
整
備
を
お
願
い
し
賛
成
す
る
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま

で
の
継
続
事
業
と
し
て
実
施
し
た

「
固
定
資
産
評
価
基
礎
資
料
整
備
及

び
土
地
評
価
業
務
」
及
び
令
和
４
年

報　

告

一
般
会
計
予
算
継
続
費
精
算

報
告
書
を
議
会
に
報
告

報
告
第
１
号

度
か
ら
５
年
度
ま
で
の
継
続
事
業
と

し
て
実
施
し
た｢

地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
策
定
支
援
業
務｣

｢

都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
及
び
立
地
適

正
化
計
画
見
直
し
業
務｣

｢

歴
史
的

建
造
物
利
活
用
計
画
策
定
業
務｣

が

終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
規
定
に
よ
り

議
会
に
報
告
す
る
も
の
。

　
令
和
５
年
度
決
算
に
基
づ
く
財
政

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て
監
査
委
員
の
意
見
を
付

け
て
議
会
に
報
告
す
る
も
の
。

　
内
容
は
、
一
般
会
計
と
公
営
企
業

会
計
を
含
む
全
会
計
で
赤
字
額
は
無

く
、
早
期
健
全
化
の
基
準
値
を
大
き

く
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
健
全

段
階
に
あ
る
こ
と
を
報
告
す
る
も
の
。

　
核
兵
器
禁
止
条
約
の
参
加・調
印・

批
准
を
日
本
政
府
に
求
め
る
意
見
書

財
政
健
全
化
判
断
比
率

な
ど
を
議
会
に
報
告 

報
告
第
２
号

発
議
案
第
１
号

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約

の
参
加
・
調
印
・
批
准
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

意
見
書

が
、
提
出
者
地
福
美
枝
子
議
員
他
賛

成
者
６
名
の
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

《
賛
成
少
数
で
否
決
》

　
広
島
と
長
崎
に
ア
メ
リ
カ
の
原
子

爆
弾
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
72
年
を
経

た
２
０
１
７
年
７
月
７
日
、
歴
史
的

な
核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ

た
。
同
年
９
月
20
日
に
は
同
条
約
へ

の
調
印
・
批
准
・
参
加
が
開
始
さ
れ
、

２
０
２
１
年
１
月
22
日
に
発
効
し
た
。

　
２
０
２
４
年
１
月
現
在
、
93
か
国

が
署
名
し
、
70
か
国
が
批
准
し
て
い

る
。
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
核
兵
器

に
つ
い
て
、
破
棄
的
な
結
末
を
も
た

ら
す
非
人
道
的
な
兵
器
で
あ
り
、
国

連
憲
章
、
国
際
法
、
国
際
人
道
法
、

国
際
人
権
法
に
反
す
る
も
の
で
あ
る

と
断
罪
し
て
い
る
。
条
約
は
、
開
発
、

生
産
、
実
験
、
製
造
、
取
得
、
保
有
、

貯
蔵
、
使
用
と
そ
の
威
嚇
に
至
る
ま

で
、
核
兵
器
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
活

動
を
禁
止
し
て
い
る
。
条
約
は
、
被

爆
者
や
核
実
験
被
害
者
へ
の
援
助
を

行
う
責
任
も
明
記
し
て
い
る
。
核
兵

器
禁
止
条
約
は
、
被
爆
者
と
と
も
に

私
た
ち
日
本
国
民
が
長
き
に
わ
た
り

熱
望
し
て
き
た
核
兵
器
完
全
廃
絶

に
つ
な
が
る
画
期
的
な
も
の
で
あ

る
。
こ
の
核
兵
器
禁
止
条
約
の
規
範

力
を
強
化
し
、
核
兵
器
の
使
用
を
防

ぐ
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

２
０
２
２
年
２
月
24
日
、
ロ
シ
ア
の

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
軍
事
侵
略
に
合
わ
せ
て
、｢

ロ

シ
ア
は
世
界
で
最
も
強
力
な
核
保
有

国
の
一
つ
だ
。
わ
が
国
を
攻
撃
す
れ

ば
壊
滅
し
、
悲
惨
な
結
果
に
な
る｣

と
核
兵
器
に
よ
る
威
嚇
を
行
っ
た
。

そ
の
後
も
繰
り
返
し
核
兵
器
使
用
の

脅
迫
を
行
い
な
が
ら
侵
略
を
続
け
て

い
る
。
こ
れ
は
、
核
兵
器
の
使
用
・

威
嚇
を
禁
じ
た
核
兵
器
禁
止
条
約
に

明
確
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
い

ま
こ
そ
広
島
、
長
崎
の
原
爆
を
体
験

し
た
日
本
政
府
は
、
核
兵
器
の
使
用

を
許
さ
ず
、
核
兵
器
を
全
面
的
に
禁

止
さ
せ
る
先
頭
に
立
た
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
証
と
し
て
、
核
兵
器
禁
止

条
約
に
参
加
・
調
印
・
批
准
す
る
こ

と
を
強
く
求
め
る
も
の
。

提
出
者　
地
福
美
枝
子　
議
員

賛
成
者　
川
島　
邦
彦　
議
員

齊
藤　
　
博　
議
員

竹
尾　
忠
雄　
議
員

木
内　
信
子　
議
員

白
井　
則
邦　
議
員

御
園
生
浩
士　
議
員
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原
爆
が
落
と
さ
れ
て
、
多
く
の
貴

い
命
が
亡
く
な
っ
た
。
今
年
は
79
年

を
迎
え
る
が
、
未
だ
に
多
く
の
被
爆

者
の
方
々
が
苦
し
ん
で
い
る
。
そ
の

上
、
長
い
裁
判
を
や
り
な
が
ら
闘
っ

て
い
る
と
い
う
ま
さ
に
非
人
道
的
兵

器
が
核
兵
器
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
国
連
で
も
多
く
の

国
々
が
賛
成
し
、
禁
止
条
約
が
出
来

上
が
っ
た
。
こ
の
条
約
は
被
爆
者
や

核
実
験
被
害
者
へ
の
援
助
を
行
う
責

任
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
世
界
で
唯

一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
は
、
こ

れ
ま
で
被
爆
者
の
医
療
に
携
わ
り
、

様
々
な
知
見
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
日
本
政
府
が
署
名
、
批
准
を

し
て
、
被
爆
者
の
救
済
の
た
め
に
も
、

日
本
で
培
っ
た
知
見
を
生
か
す
意
味

で
も
、
日
本
は
こ
の
条
約
に
参
加
す

べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が
多
く
の
世
界

の
国
々
を
勇
気
づ
け
る
こ
と
で
は
な

い
か
。

発議案・各常任委員会の審査結果

討
論

賛　成
日
本
の
参
加
が

多
く
の
国
を
勇
気
づ
け
る

発
議
案
第
１
号

竹
尾　
忠
雄 

議
員

米
の
安
定
供
給
と
食
料

支
援
を
求
め
る
意
見
書

発
議
案
第
２
号

　
米
の
安
定
供
給
と
食
糧
支
援
を
日

本
政
府
に
求
め
る
意
見
書
が
、
提
出

者
竹
尾
忠
雄
議
員
他
賛
成
者
２
名
の

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

《
賛
成
多
数
で
可
決
》

　
世
界
的
な
食
料
の
需
給
ひ
っ
迫
と

円
安
な
ど
に
よ
り
、
食
料
品
の
値
上

げ
が
相
次
ぐ
中
、
米
不
足
と
米
価
の

値
上
が
り
が
生
活
苦
に
追
い
打
ち
を

か
け
て
い
る
。

　
い
ま
、
主
食
の
米
が
不
足
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
対
策
を
取
り
、
消
費

者
は「
安
心
し
て
食
べ
続
け
ら
れ
る
」

農
家
は
「
安
心
し
て
作
り
続
け
ら
れ

る
」
食
料
政
策
の
実
現
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
間
、
米
の
消
費
が

増
え
る
傾
向
が
続
い
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
政
府
は
、
主
食
米
の
生

産
を
減
ら
し
て
き
た
。
多
く
の
国
で

行
わ
れ
て
い
る
価
格
保
障
・
所
得
補

償
に
よ
っ
て
農
家
の
収
入
を
支
え
る

政
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

１
、
子
ど
も
食
堂
な
ど
に
行
っ
て
い

る
政
府
備
蓄
米
の
年
齢
制
限
を
撤
廃

し
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
フ
ー
ド
バ

ン
ク
へ
の
拡
大
す
る
な
ど
、
食
料
不

足
へ
の
不
安
を
解
消
す
る
こ
と

２
、
新
た
に
食
糧
支
援
制
度
を
創
設

す
る
こ
と

３
、
米
を
増
産
し
、
不
測
の
事
態
に

備
え
た
十
分
な
米
を
備
蓄
へ
と
拡
充

す
る
こ
と

４
、農
家
が
安
心
し
て
米
を
生
産
し
、

国
民
に
安
定
供
給
で
き
る
政
策
に
転

換
す
る
こ
と

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
９
９
条
の

規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
も

の
。

（
提
出
者
）　
竹
尾　
忠
雄　
　
議
員

（
賛
成
者
）　
地
福　
美
枝
子　
議
員

　
　
　
　
　
川
島　
邦
彦　
　
議
員

各常任委員会での 審査結果審査結果審査結果審査結果審査結果
◎…委員長　　○…副委員長

総務常任委員会
委員　◎小早稲／○地福
　　　　髙﨑／御園生
　　　　酒瀨川

■ 総務課、企画財政課、税務住民課、くらし安全
協働課、会計室、議会事務局、選挙管理委員会、
監査委員、その他の事務についての審査を担当

件　　名（件名は一部省略）
審査の結果

賛成 反対 結果

議案第１号
酒々井町一般職の職員の給与等に関する条例及び酒々井町企業
職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

４ ０ 原案可決

議案第 12号 令和６年度町一般会計補正予算（第３号）※委員会担当分野 ４ ０ 原案可決
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発議案・各常任委員会の審査結果

各常任委員会での 審査結果審査結果審査結果審査結果審査結果
委員　◎大石／○白井
　　　　川島／木内
　　　　岡野／小坂

教育民生常任委員会 ■健康福祉課、教育委員会に
ついての審査を担当

件　　名（件名は一部省略）
審査の結果

賛成 反対 結果

議案第２号 酒々井町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について ５ ０ 原案可決

議案第３号 酒々井町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例の制定について ５ ０ 原案可決

議案第４号 酒々井町立保育園設置に関する条例の一部を改正する条例の制
定について ５ ０ 原案可決

議案第５号 酒々井町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例の制定について ５ ０ 原案可決

議案第６号 酒々井町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について ５ ０ 原案可決

議案第７号 酒々井町地域包括支援センターにおける包括的支援事業の実施に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について ５ ０ 原案可決

議案第８号 千葉県後期高齢者医療広域連合規約の一部を改正する規約の制
定に関する協議について ５ ０ 原案可決

議案第 12 号 令和６年度町一般会計補正予算（第３号）※委員会担当分野 ５ ０ 原案可決

議案第 13 号 令和６年度町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ５ ０ 原案可決

議案第 14 号 令和６年度町介護保険特別会計補正予算（第１号） ５ ０ 原案可決

議案第 15 号 令和６年度町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ５ ０ 原案可決

◎…委員長　　○…副委員長

件　　名（件名は一部省略） 審査の結果
賛成 反対 結果

議案第 12号 令和６年度町一般会計補正予算（第３号）※委員会担当分野 ４ ０ 原案可決

議案第 16号 令和６年度町水道事業会計補正予算（第１号） ４ ０ 原案可決

議案第 17号 令和６年度町下水道事業会計補正予算（第１号） ４ ０ 原案可決

委員　◎江澤／○竹尾
　　　　齊藤／金塚
　　　　綿貫経済建設常任委員会

■経済環境課、まちづくり課、
　 上下水道課、文化観光課、農業

委員会についての審査を担当
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本会議での議決結果

本会議での 議決結果議決結果議決結果
賛成・・○　　反対・・×　　欠席・・欠　　　（議長は採決に加わりません）

議
案
番
号

９月定例会
件名と主な内容
（件名は一部省略）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

採決結果 小
坂
岡
野
綿
貫
木
内
小
早
稲
白
井
大
石
酒
瀨
川
金
塚
御
園
生
川
島
齊
藤
竹
尾
地
福
江
澤
髙
﨑
議
長

＜条例の制定等＞

１

酒々井町一般職の職員の給与等に関する条例及び酒々
井町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一
部を改正する条例の制定について
…人事院規則の改正に伴い、災害発生時の応急作業等
に従事した職員に支給する特殊勤務手当を新設するた
め、条例の一部を改正するもの。

可　決
賛15・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

2
酒々井町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例の制定について

可　決
賛15・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

3 酒々井町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

可　決
賛15・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

４

酒々井町立保育園設置に関する条例の一部を改正する条
例の制定について
…議案第２号～４号　こども家庭庁設置法の施行による
関係法令の整備及び、子ども・子育て支援法施行令の改
正に伴い、関連する町条例の一部を改正しようとするもの。

可　決
賛15・否 0○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

５

酒々井町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について
…放課後児童健全育成事業の実施について、こども家庭
庁の放課後児童健全育成事業実施要綱の制定に伴い、条
例の一部を改正するもの。

可　決
賛15・否 0○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

６

酒々井町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定
について
…国民健康保険法の改正により、令和６年12月２日から
被保険者証が廃止されることに伴い被保険者証の返還に
応じない者に対する10万円以下の過料の既定が削られる
こととなったため、当該改正に準じて条例の一部を改正
するもの。

可　決
賛15・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

７

酒々井町地域包括支援センターにおける包括的支援事業
の実施に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
の制定について
…介護保険法施行規則及び指定介護予防支援等の事業の
人員及び運営並びに指定会議予防支援等に係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基準の一部を改正
する省令の施行に伴い、所要の改正を行うもの。

可　決
賛15・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
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本会議での議決結果
賛成・・○　　反対・・×　　欠席・・欠　　　（議長は採決に加わりません）

議
案
番
号

９月定例会
件名と主な内容
（件名は一部省略）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

採決結果 小
坂
岡
野
綿
貫
木
内
小
早
稲
白
井
大
石
酒
瀨
川
金
塚
御
園
生
川
島
齊
藤
竹
尾
地
福
江
澤
髙
﨑
議
長

＜規約の制定に関する協議 ＞

８

千葉県後期高齢者医療広域連合規約の一部を改正する
規約の制定に関する協議について
…高齢者の医療の確保に関する法律の一部改正に伴い、
千葉県後期高齢者医療広域連合規約の一部を改正する
規約の別表第１中「被保険者証及び資格証明書」を「資
格確認書等」に改めることについて、地方自治法第
２９１条の３第１項の既定による関係地方公共団体と
の協議を行うに当たり、同法第２９１条の11の既定に
より、議会の議決を求めるもの。

可　決
賛15・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

＜令和５年度決算認定＞

９
令和５年度酒々井町一般会計及び各特別会計歳入歳出
決算の認定について
…各会計の令和５年度歳入歳出決算を監査委員の意見
を付して認定するもの。

認　定
賛 13・否 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ―

10
令和５年度酒々井町水道事業会計決算の認定について
…水道事業会計の令和５年度歳入歳出決算を監査委員
の意見を付して認定するもの。

認　定
賛 15・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

11
令和５年度酒々井町下水道事業会計決算の認定について
…下水道事業会計の令和５年度歳入歳出決算を監査委
員の意見を付して認定するもの。

認　定
賛 15・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

＜令和６年度補正予算＞

12
令和６年度酒々井町一般会計補正予算（第３号）
…合計２億8,311万2千円を追加し、補正後の予算額を
76億3,848万5千円とするもの。

可　決
賛 15・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

13

令和６年度酒々井町国民健康保険特別会計補正予算
（第２号)
…令和５年決算の確定に伴うもの及び令和６年度国民
健康保険事業費納付金額の決定に伴うもの等を補正す
るため、2,117万3千円を減額し、補正後の予算額を21
億1,866万5千円とするもの。

可　決
賛 15・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

14

令和６年度酒々井町介護保険特別会計補正予算
（第１号）
…令和５年決算の確定に伴うものを補正するもので、
4,944万６千円を増額し、補正後の予算額を16億5,232
万3千円とするもの。

可　決
賛 15・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

15

令和６年度酒々井町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）
…令和５年決算の確定に伴うものを補正するもので、
3,507万９千円を増額し、補正後の予算額を４億5,406
万２千円とするもの。

可　決
賛 15・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

16

令和６年度酒々井町水道事業会計補正予算（第１号）
…収益的支出及び資本的支出について、人事異動及び
酒々井町一般職の職員の給与等に関する条例の改正に
伴い、収益的支出を23万９千円を増額し、補正後の予
算を５億1,226万８千円とし、資本的支出について142
万８千円増額して補正後の予算を４億825万1千円とす
るもの。

可　決
賛15・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
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本会議での 議決結果議決結果議決結果
賛成・・○　　反対・・×　　欠席・・欠　　　（議長は採決に加わりません）

議
案
番
号

９月定例会
件名と主な内容
（件名は一部省略）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

採決結果 小
坂
岡
野
綿
貫
木
内
小
早
稲
白
井
大
石
酒
瀨
川
金
塚
御
園
生
川
島
齊
藤
竹
尾
地
福
江
澤
髙
﨑
議
長

＜条例の制定等＞

17

令和６年度酒々井町下水道事業会計補正予算（第１号）
…収益的収入については、中川排水路の補修工事費分
を雨水処理負担金として一般会計から繰入れすること
に伴い、129万８千円を増額し、補正後の予算を３億
8,232万2千円に、収益的支出及び資本的支出につい
ては、酒々井町一般職の職員の給与等に関する条例の
改正に伴い、収益的支出を194万８千円増額して４億
6,601万６千円に、資本的支出を７千円増額して補正
後の予算を１億4,822万９千円とするもの。

可　決
賛15・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

＜財産の取得＞

18

財産の取得について
…町消防団の機能強化を図り、第８分団（中川地区）及
び第11分団（伊篠地区）の老朽化した小型動力ポンプ積
載車２台を更新するため、７月17日に1,909万２千円で
仮契約を締結し、条例の規定により、議会の議決を求め
るもの。

可　決
賛15・否 0○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

19
・
20

財産の取得について（追認）
…令和２年４月１日及び令和６年４月１日に契約を締結
した小学生向け教科書に係る教師用指導書の購入事業に
おいて、予定価格７００万円を超える財産の取得につい
ては、議会の議決を経て取得すべきところ、議会の議決
を経ずに物品の買入れを行っていたため、当該買入れの
追認について、議会の議決を求めるもの。

可　決
賛15・否 0○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

＜諮　問＞

１

［掲載：８頁］
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
…人権擁護委員の柳

やなぎばしやすよ
橋康代委員が、令和６年12月31日

に任期満了となることに伴い、人権擁護委員として実績
のある同氏を引き続き候補者として推薦するために議会
の意見を求めるもの。

適　任
賛15・否 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

＜発議案＞議員提出による議案

１

日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める
意見書の提出について
…広島、長崎の原爆体験をした日本政府は、核兵器の使
用を許さず、核兵器を全面的に禁止させる先頭に立たね
ばならないため、その証として、核兵器禁止条約に参加・
調印・批准することを強く求めるもの。（提出者）　地福
美枝子 議員

否　決
賛 7・否 8 × × × ○ × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ―

２

米の安定供給と食料支援を求める意見書の提出について
…世界的な食料の需要ひっ迫と円安などにより、食料品
の値上げが相次ぐ中、米不足と米価の値上がりが生活苦
に追い打ちをかけていることから、新たな食糧支援制度
の創設・備蓄米の年齢制限の撤廃などを強く求めるもの。

（提出者）竹尾忠雄 議員

可　決
賛 9・否 6 × × × ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

本会議での議決結果
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１
（P14） 大石　法子

▶ 災害対応について
▶ リチウム蓄電池の廃棄について
▶ 全国学力学習状況調査について
▶ 高齢者外出支援タクシーについて

２
（P14）

小早稲 美穂 ▶ 上下水道事業及び町内飲用井戸について

３
（P15）

白井　則邦

▶ 人権条例について
▶ ハラスメント対策について
▶ マイナ保険証について
▶ 子どもの居場所確保について
▶  児童に対する性教育、生理用品の無償配

布について
４

（P15）
小坂　和也 ▶ 学校の環境について

５
（P16） 江澤　眞一 ▶ 酒々井地域防災計画について

▶ 中川調節池について
６

（P16）
川島　邦彦 ▶  跡地等の利用計画及び計画進行中の進捗

状況について

７
（P17） 御園生 浩士

▶ 町施設の利用状況について
▶  社会資本整備事業（町道 02–009 号線）

について
▶ 台風７号による町の被害状況について

８
（P17）

岡野　義広
▶ 公共交通について　　　
▶ 防災について
▶ ランドセルについて

９
（P18）

金塚　　 学

▶  便利で快適な、歩いて暮らせるまちづく
りの推進について

▶  安心・安全で住みよいまちづくりの推進
について

▶  誰もが健やかに暮らせるまちづくりの推
進について

▶  地域経済の振興・発展と賑わいのあるま
ちづくりの推進について

10
（P18）

地福 美枝子
▶ 生活保護について
▶ 介護保険制度について
▶ 学校給食無償化について

11
（P19）

齊藤　　博
▶ 公共施設等個別施設計画について
▶ ちびっ子天国の再活用について
▶ 町営駐車場整備計画について

12
（P19） 竹尾　忠雄

▶ 町長の政治姿勢について
▶ 子ども医療費（18 歳まで）無償化について
▶  ｢体育館｣、小学校 ｢プール｣ の跡地活用
について

▶ 青少年交流の家裁判について

一 般 質 問

　一般質問とは、議員が、事務の執
行状況や将来の方針などについての
報告や説明を町長などの執行機関に
求めることです。
　９月定例会では、９月 11 日から
13 日までの３日間で 12 名の議員が
登壇し、町政について質問しました。
　ここでは、質問と答弁を要約した
内容を質問順にお知らせします。
※今回の令和６年第５回定例会の会
議録（12 月上旬発行予定）は、
インターネットま
たは図書館でご覧
いただけます。

※各議員の質問事項については、本誌に掲載してある質問をゴシック体で表記しています。

こ
こ
が

き
た
い

聞聞聞聞

う

え
を

町町町町

問問問問

考考考考
の

議会の様子 (録画 ) を公開しています
議員下のＱＲコードを読み取ると、各
議員の一般質問の動画がご覧いただけ
ます。

本会議録画中継
はこちらから➡

動画視聴

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

議員

一般質問
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問　
令
和
６
年
２
月
、
町
は
上
下
水
道
事
業

運
営
審
議
会
に「
下
水
道
使
用
料
の
在
り
方
」

に
つ
い
て
諮
問
さ
れ
、
そ
の
後
、
答
申
が
出

さ
れ
た
。
累
積
赤
字
の
解
消
と
独
自
財
源
の

確
保
を
目
標
に
、
改
訂
方
針
を
策
定
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
方
向
性
を
伺
う
。

町
長　
約
半
年
に
及
ぶ
審
議
を
経
て
、
本
年

２
月
に
安
定
し
た
事
業
継
続
の
た
め
に
使
用

料
増
額
改
定
は
や
む
を
得
な
い
と
す
る
旨
の

答
申
が
示
さ
れ
た
。

問　
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ
）
は
消
火
剤
や
フ
ラ
イ
パ
ン
の
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
。
国

は
全
て
の
水
道
事
業
者
に
実
態
調
査
を
要
請

し
た
。
町
で
は
上
水
を
取
水
し
て
い
る
箇
所

の
水
質
検
査
を
毎
月
行
っ
て
お
り
、
更
に
検

査
項
目
に
は
フ
ッ
素
と
そ
の
化
合
物
の
検
査

を
し
て
い
る
。
令
和
６
年
の
こ
れ
ま
で
の
結

果
と
水
の
安
全
性
に
つ
い
て
伺
う
。

上
下
水
道
課
長　
町
で
は
年
一
回
調
査
を
実

施
し
て
い
る
が
、
国
が
定
め
る
基
準
値
を
大

幅
に
下
回
っ
て
お
り
、
水
道
水
の
安
全
は
確

保
さ
れ
て
い
る
。

問　
町
の
水
道
水
に
５
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
受

水
し
て
い
る
印
旛
広
域
水
道
は
、
利
根
川
が

原
水
で
あ
る
が
、
安
全
性
を
伺
う
。

上
下
水
道
課
長　
印
旛
広
域
水
道
で
は
年
２

回
の
水
質
検
査
を
実
施
し
て
お
り
、
安
全
な

状
況
で
あ
る
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

問　
酒
々
井
の
井
戸
水
を
使
用
し
た
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
「
酒
々
井
の
水
」
に
つ
い
て
も
安

全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

上
下
水
道
課
長　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
「
酒
々
井

の
水
」
は
町
で
供
給
し
て
い
る
源
泉
水
と
同

じ
も
の
な
の
で
、
安
全
な
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

問　
町
内
に
は
上
水
が
通
っ
て
お
ら
ず
、
井

戸
を
生
活
用
水
と
し
て
い
る
家
庭
も
あ
る
が
、

飲
用
井
戸
の
水
質
検
査
に
つ
い
て
伺
う
。
ま

た
、
家
庭
用
飲
用
井
戸
の
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
（
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
）
の
検
査
の
広

報
に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
環
境
課
長　
家
庭
用
井
戸
の
水
質
検
査

は
義
務
で
は
な
い
が
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

井
戸
水
の
検
査
に
つ
い
て
案
内
し
て
い
る
。

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
）
の
検
査
の
案
内
に
つ
い
て
は
、
広
報
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
下
水
道
使
用
料
の
改
定
は

答
増
額
改
定
は
や
む
を
得
な
い
と
運
営
審
議

会
か
ら
答
申
が
示
さ
れ
た

問　
災
害
協
定
先
と
の
定
期
協
議
や
、
配
慮

が
必
要
な
方
が
安
心
し
て
使
え
る
、
ト
イ
レ

ト
レ
ー
ラ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

く
ら
し
安
全
協
働
課
長　
災
害
協
定
先
と
年

１
回
程
度
、
協
議
の
場
を
持
つ
よ
う
に
し
て

い
る
。
ト
イ
レ
は
指
定
避
難
所
に
設
置
さ
れ

て
お
り
、
一
時
避
難
所
に
も
多
目
的
ト
イ
レ

等
を
設
置
し
て
い
る
。

集
積
所
で
の
リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池
の
回
収
を

問　
リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池
は
小
型
で
軽
量
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
高
く
経
済
性
に
優
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
様
々
な
身
の
回
り
の
製
品
に

普
及
し
て
い
る
が
、
並
行
し
て
適
正
に
廃
棄

さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
、
全
国
で
火
災
事
故

等
が
発
生
し
て
い
る
。
集
積
所
で
の
廃
棄
が

で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

経
済
環
境
課
長　
リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池
は
、
販

売
店
で
の
引
き
取
り
や
経
済
環
境
課
窓
口
に

設
置
し
て
い
る
専
用
ボ
ッ
ク
ス
で
回
収
し
て

い
る
。
集
積
所
で
の
回
収
は
収
集
業
者
や
清

掃
組
合
な
ど
関
係
者
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

コ
ス
ト
面
を
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｃ
Ｂ
Ｔ
化
の
取
り
組
み
は

問　
文
部
科
学
省
は
全
国
学
力
学
習
状
況
調

査
で
来
年
度
か
ら
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
化
す
る
と
発
表

し
た
。
Ｃ
Ｂ
Ｔ
化
の
目
的
と
具
体
的
な
内
容
、

生
徒
の
入
力
が
そ
れ
に
対
応
で
き
る
の
か
、

ま
た
、
他
教
科
、
小
学
生
の
今
後
の
実
施
見

通
し
を
伺
う
。

学
校
教
育
課
長　
Ｃ
Ｂ
Ｔ
化
に
よ
り
、
動
画
、

音
声
や
表
計
算
機
能
等
で
の
利
用
な
ど
、
多

様
な
方
法
で
の
出
題
、
解
答
が
可
能
等
に
な

る
。
児
童
生
徒
は
タ
イ
ピ
ン
グ
能
力
の
向
上

に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
来
年
実
施
さ
れ
る

調
査
に
は
、
生
徒
が
十
分
に
対
応
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
９
年
度
か
ら
小

学
校
６
年
生
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
化
の
実
施
を
予
定
し

て
お
り
、
各
教
科
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
公
表

さ
れ
て
い
る
。

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
の
利
用
改
善
を

問　
高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
の
利
用
に

お
い
て
、
現
行
の
５
０
０
円
つ
づ
り
を

１
０
０
円
つ
づ
り
に
改
正
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
１
回
の
利
用
制
限
を
廃
止
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
課
長　
現
在
は
５
０
０
円
券
を
月

４
枚
、
年
間
最
大
48
枚
交
付
し
て
お
り
、

１
０
０
円
単
位
に
す
る
と
交
付
枚
数
が
更
に

増
え
、
利
用
者
の
管
理
負
担
等
を
考
え
る
と

難
し
い
も
の
と
考
え
る
。
１
回
の
利
用
制
限

に
つ
い
て
は
、
変
更
を
検
討
し
て
い
く
。

答
年
一
回
程
度
、
協
議
の
場
を

待
つ
よ
う
に
し
て
い
る

問
災
害
協
定
先
と
の
定
期
協
議
は

実
施
し
て
い
る
の
か

大石 法子大石 法子議員議員

CBTとは、紙や筆記用具を使わずに、パソコンを使って問題に解答する方式のテストのことです。こと ば

小早稲 美穂小早稲 美穂 議員議員

一般質問
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答
国
民
健
康
保
険
で

９
．
２
６
％
と
な
っ
て
い
る

問
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
は

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
５
年
更
新
が

必
要
だ
が
、
更
新
し
な
か
っ
た
場
合
、
マ
イ

ナ
保
険
証
は
ど
う
な
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限

が
切
れ
た
方
に
は
、
期
限
切
れ
後
３
か
月
間

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
と
し
て
引
き
続
き
利
用

で
き
る
予
定
で
あ
る
が
、
３
か
月
を
経
過
し

た
場
合
は
、
本
人
の
申
請
に
よ
ら
ず
、
職
権

に
よ
り
資
格
確
認
書
を
交
付
す
る
予
定
で
あ

る
。

問　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
は
。

健
康
福
祉
課
長　
酒
々
井
町
国
民
健
康
保
険

は
令
和
６
年
６
月
１
日
時
点
で
、
９
．
２
６

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

人
権
条
例
の
制
定
を
す
べ
き

問　
様
々
な
自
治
体
で
、
人
権
を
尊
重
し
、

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に
関
す
る
人
権
条
例

の
制
定
が
進
ん
で
い
る
。
町
は
人
権
条
例
の

制
定
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　
町
は
「
あ
ら
ゆ
る
差
別
撤

廃
・
人
権
尊
重
都
市
」
と
す
る
こ
と
を
宣
言

し
て
い
る
。
そ
の
他
、
小
中
学
校
で
の
人
権

教
室
や
人
権
教
育
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
も
実

施
し
て
い
る
。
人
権
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

は
、
必
要
性
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
の
居
場
所
の
確
保
を

問　
年
々
夏
の
暑
さ
は
増
し
、
児
童
は
、
屋

内
で
遊
ば
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
町
は
、
屋
内
の
遊
び
場
所
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　
町
に
も
児
童
館
設
置
の
要
望
が
あ
り
、

検
討
を
重
ね
た
が
、
人
口
２
万
人
の
町
で
の

設
置
は
合
理
的
で
な
い
こ
と
か
ら
、
乳
幼
児

は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
い
あ
い
、
児

童
は
、
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
を
増
築
し
、

児
童
館
的
な
機
能
を
持
た
せ
た
の
で
、
是
非

と
も
活
用
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

子
ど
も
た
ち
に
性
教
育
の
実
施
を

問　
子
ど
も
た
ち
が
性
暴
力
の
加
害
者
、
被

害
者
、
傍
観
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
性
教

育
が
必
要
で
あ
る
が
、
保
育
園
や
小
中
学
校

に
お
け
る
性
教
育
は
、
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

こ
ど
も
課
長　
保
育
園
で
性
教
育
は
行
っ
て

い
な
い
が
、
何
気
な
い
日
常
生
活
や
遊
び
の

中
で
自
然
に
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
、
保
育

士
は
発
達
を
促
す
保
育
に
力
を
注
い
で
い
る
。

学
校
教
育
課
長　
小
中
学
校
で
は
、
学
習
指

導
要
領
に
基
づ
い
て
、
保
健
分
野
の
教
科
書

を
使
っ
て
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

小坂 和也小坂 和也議員議員

問　
酒
々
井
小
学
校
と
大
室
台
小
学
校
で
教

材
が
異
な
る
が
、
そ
の
理
由
を
伺
う
。
ま
た
、

小
学
校
２
校
で
授
業
内
容
や
使
用
教
材
が
違

う
こ
と
に
つ
い
て
保
護
者
に
説
明
は
さ
れ
て

い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　
教
材
は
大
き
く
分
け
て
、

教
科
書
と
補
助
教
材
に
分
か
れ
る
。
教
科
書

は
町
教
育
委
員
会
が
採
択
し
た
も
の
を
使
う

た
め
、
各
小
学
校
で
異
な
る
こ
と
は
な
い
。

補
助
教
材
に
は
、
市
販
、
自
作
を
問
わ
ず
、

副
読
本
、
問
題
集
、
プ
リ
ン
ト
等
も
含
ま
れ
、

指
導
の
効
果
を
高
め
る
た
め
、
こ
れ
ら
は
学

校
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。
保
護
者

に
違
い
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
な
い
が
、

理
由
を
お
聞
き
に
な
り
た
い
場
合
は
、
各
校

の
校
長
に
問
い
合
わ
せ
し
て
ほ
し
い
。
授
業

内
容
は
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
て
、
授
業
し

て
い
る
た
め
、
授
業
内
容
が
大
き
く
異
な
る

こ
と
は
な
い
。

問　
補
助
教
材
の
違
い
に
よ
っ
て
、
学
力
に

差
が
生
ま
れ
な
い
の
か
。

学
校
教
育
課
長　
学
校
や
児
童
生
徒
の
実
態

に
合
わ
せ
て
補
助
教
材
を
選
定
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

問　
給
食
の
量
は
小
学
校
、
中
学
校
で
違
う

の
か
。

学
校
教
育
課
長　
給
食
の
献
立
は
「
学
校
給

食
摂
取
基
準
」
に
基
づ
き
作
成
し
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養
素
な
ど
、
発
達
段
階
別

に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
段
階
に
応
じ
て

給
食
の
量
に
違
い
が
出
て
い
る
。

問　
こ
れ
ま
で
給
食
の
廃
棄
量
は
調
べ
て
い

る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　
廃
棄
量
は
、
給
食
の
提
供

毎
に
、
学
校
別
、
品
目
別
に
計
量
し
て
い
る
。

問　
廃
棄
量
の
調
査
は
そ
の
後
、
ど
の
よ
う

に
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　
特
に
残
り
の
多
か
っ
た
も

の
は
理
由
を
分
析
し
、
次
回
以
降
の
献
立
に

反
映
さ
せ
て
い
る
。
創
意
工
夫
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
る
。

問　
給
食
の
量
に
つ
い
て
、
生
徒
や
保
護
者

か
ら
の
意
見
は
届
い
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　
児
童
生
徒
や
保
護
者
か
ら

の
意
見
は
数
年
間
は
い
た
だ
い
て
い
な
い
。

問答
酒
々
井
小
学
校
と
大
室
台
小
学
校
で

教
材
が
異
な
る
理
由
は

教
科
書
は
同
じ
だ
が
、
補
助
教
材
は

学
校
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
あ
る

白井 則邦白井 則邦議員議員
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問　
解
体
撤
去
し
た
「
酒
々
井
小
学
校
プ
ー

ル
」「
町
体
育
館
」
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、

学
校
イ
ベ
ン
ト
や
送
迎
な
ど
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
確
保
で
き
な
い
か
。

こ
ど
も
課
長　
イ
ベ
ン
ト
の
際
は
駐
車
場
と

し
て
使
う
こ
と
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

問　
来
年
８
月
で
使
用
停
止
と
な
る
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
撤
去
及
び
跡
地
利
用
計
画
を

伺
う
。
な
お
、
こ
の
跡
地
と
プ
ー
ル
跡
地
及

び
生
涯
生
活
セ
ン
タ
ー
を
合
わ
せ
る
と
相
当

な
面
積
と
な
り
、
利
用
の
柔
軟
性
は
高
い
と

考
え
る
。
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
成
田
街
道
を

「
ま
ち
の
顔
」
と
し
て
活
性
化
を
図
る
方
針

で
あ
る
が
、
交
流
人
口
の
受
け
入
れ
に
は
駐

車
場
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。
街
道
の
中
心

に
位
置
す
る
Ｊ
Ａ
の
理
解
を
前
提
に
、
駐
車

場
の
代
替
地
と
し
た
交
渉
も
検
討
範
囲
で
は

な
い
か
。

町
長　
十
分
検
討
し
て
き
た
。

問　
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
隣
の
中
央
台
公
共
用
地

は
45
年
以
上
、
遊
休
地
で
あ
る
。
町
の
一
等

地
で
あ
り
、
利
用
計
画
が
な
け
れ
ば
民
間
譲

渡
な
ど
、
町
税
の
安
定
財
源
を
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
。　

生
涯
学
習
課
長　
中
央
台
公
共
用
地
は
、
青

少
年
健
全
育
成
を
中
心
と
し
、
町
民
の
健
康

保
持
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
等
に
使
用
を
許
可
し
て
お
り
、
重
要

な
場
所
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
時
に

は
、
仮
設
住
宅
建
設
用
地
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

問　
酒
々
井
中
学
校
の
校
庭
拡
張
計
画
は
、

サ
ッ
カ
ー
部
と
野
球
部
が
重
な
る
危
険
を
回

避
す
る
た
め
と
理
解
す
る
が
、
事
業
停
滞
の

理
由
は
何
か
。

こ
ど
も
課
長　
現
在
、
用
地
購
入
の
内
諾
を

得
て
い
る
案
件
は
な
い
が
、
令
和
５
年
度
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
安
全
性
確
保
や
利
便
性
向
上

を
図
る
た
め
、
旧
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
サ
ッ
カ

ー
練
習
場
の
間
に
あ
る
ユ
リ
ノ
キ
の
伐
採
を

行
っ
た
。
今
後
は
財
政
状
況
を
考
慮
し
な
が

ら
計
画
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

答
駐
車
場
と
し
て
の
活
用
は
可
能
と
考
え
て

い
る

問
町
体
育
館
等
の
跡
地
を
送
迎
な
ど
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
に
活
用
で
き
な
い
か

　
酒
々
井
町
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
次
の

点
を
伺
う
。

問　
災
害
時
要
援
護
者
の
安
全
確
保
対
策
を

具
体
的
に
伺
う
。

町
長　
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
で
、
土
砂
災
害
等
警
戒
区
域
な
ど

に
お
住
ま
い
の
方
に
は
、
自
主
避
難
所
が
開

設
さ
れ
た
際
に
健
康
福
祉
課
や
社
会
福
祉
協

議
会
等
と
連
携
し
、
避
難
の
希
望
の
有
無
、

移
動
手
段
の
確
認
な
ど
行
う
と
と
も
に
、
状

況
に
応
じ
て
健
康
福
祉
課
で
巡
回
を
実
施
し

て
い
る
。

問　
一
時
避
難
所
の
開
設
に
つ
い
て
伺
う
。

く
ら
し
安
全
協
働
課
長　
一
時
避
難
所
は
、

自
治
会
集
会
所
等
を
地
域
避
難
施
設
と
し
て

認
定
す
る
こ
と
で
、
自
治
会
等
が
自
主
的
に

開
設
す
る
制
度
で
あ
る
。
町
で
は
当
制
度
の

運
用
を
行
っ
て
い
な
い
が
、
運
用
し
て
い
る

自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問　
小
、
中
学
校
の
体
育
館
が
避
難
所
と
さ

れ
て
い
る
が
、
暑
さ
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
災
害
対
応
バ
ル
ク
導
入
補

助
金
を
利
用
し
て
の
空
調
整
備
を
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
が
町
の
考
え
を
伺
う
。

く
ら
し
安
全
協
働
課
長　
各
学
校
施
設
で
所

有
し
て
い
る
冷
風
機
と
は
別
に
、
各
小
中
学

校
に
１
台
ず
つ
大
型
冷
風
機
を
整
備
し
て
い

る
。
避
難
所
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
災
害
対
応
バ
ル
ク

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
、
避
難
者
の
健
康
管

理
や
快
適
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
が
、
体
育

館
は
学
校
施
設
で
あ
り
、
必
要
性
や
コ
ス
ト

等
を
考
慮
し
つ
つ
、
町
全
体
の
公
共
施
設
整

備
の
観
点
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

調
節
池
の
事
業
計
画
は

問　
中
川
調
節
池
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。
さ
ら
に
今
後
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
も
併
せ
て
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　

地
元
説
明
会
を
開
催

し
、
用
地
の
取
得
を
進
め
て
い
る
。
８
月
末

時
点
の
用
地
取
得
率
は
面
積
ベ
ー
ス
で
約
50

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
事
業
計
画
に

つ
い
て
は
、
用
地
取
得
を
進
め
る
と
と
も
に
、

ま
と
ま
っ
た
用
地
の
取
得
が
で
き
た
ら
工
事

に
着
手
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。�

答
必
要
性
や
コ
ス
ト
等
を
考
慮
し
、
検
討
し

て
い
く

問
避
難
所
と
な
る
体
育
館
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

災
害
対
応
バ
ル
ク
の
整
備
を

一般質問
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問
町
道
0
2
¦
０
０
９
号
線
の

電
柱
撤
去
は
い
つ
完
了
す
る
の
か

問　
公
民
館
内
の
「
酒
々
井
ま
ち
づ
く
り
研

究
所
」
の
初
年
度
か
ら
８
月
末
ま
で
の
利
用

実
績
を
伺
う
。

く
ら
し
安
全
協
働
課
長　
文
書
保
存
期
間
が

過
ぎ
て
資
料
が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
詳
細

は
不
明
だ
が
、
当
時
の
職
員
か
ら
月
１
回
、

半
日
程
度
活
動
し
て
い
た
と
聞
い
て
い
る
。

問　
「
下
宿
ベ
ー
ス
」
の
取
得
金
額
と
整
備

費
用
を
伺
う
。
ま
た
、
初
年
度
か
ら
８
月
末

ま
で
の
利
用
実
績
と
、
ひ
と
月
の
維
持
管
理

費
を
伺
う
。

く
ら
し
安
全
協
働
課
長　
土
地
、
建
物
の
取

得
費
が
１
４
９
９
万
９
４
８
円
、
改
修
費
用

等
が
８
６
０
万
７
５
０
０
円
、
利
用
実
績
は

36
件
、
２
４
９
人
、
月
に
係
る
費
用
は
警
備

費
等
で
月
平
均
１
万
６
１
０
４
円
と
な
る
。

問　
旧
莇
吉
五
郎
邸
の
白
壁
は
崩
れ
て
い
る

が
、
補
修
は
し
な
い
の
か
伺
う
。

文
化
観
光
課
長　
今
年
度
の
予
算
で
で
き
る

限
り
の
補
修
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

社
会
資
本
整
備
補
助
事
業
の
進
捗
状
況
は

問　
社
会
資
本
整
備
補
助
事
業
、
町
道
02
ー

０
０
９
号
線
（
横
町
）
の
工
事
に
つ
い
て
当

初
の
朝
日
橋
付
け
替
え
工
事
は
い
つ
入
札
が

始
ま
り
、
現
在
の
事
業
（
無
電
柱
化
、
歩
道

整
備
等
）
の
始
ま
り
は
い
つ
か
ら
か
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
平
成
24
年
度
か
ら
歩
道

整
備
、
平
成
27
年
度
か
ら
無
電
柱
化
事
業
を

実
施
し
、
朝
日
橋
の
拡
張
工
事
は
平
成
30
年

度
か
ら
計
５
回
入
札
不
調
と
な
っ
て
い
る
。

問　
電
柱
撤
去
開
始
と
終
了
年
月
日
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
８
月
末
よ
り
順
次
撤
去

を
進
め
て
お
り
、
９
月
中
に
撤
去
す
る
予
定

と
電
気
事
業
者
よ
り
聞
い
て
い
る
。

問　
歩
道
舗
装
工
事
入
札
日
と
工
期
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
９
月
に
公
告
し
、
10
月

中
の
契
約
を
予
定
し
て
お
り
、
12
月
末
ま
で

の
工
事
完
了
を
目
標
と
し
て
い
る
。

問　
歩
道
に
勾
配
な
ど
を
考
慮
す
る
と
水
が

溜
ま
る
と
思
う
が
、
対
処
方
法
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
道
路
側
に
排
水
勾
配
を

設
け
る
計
画
で
あ
り
、
宅
盤
と
の
調
整
が
必

要
な
場
合
に
は
、
地
権
者
と
調
整
し
て
い
く
。

問　
乗
り
上
げ
ブ
ロ
ッ
ク
は
撤
去
予
定
だ
が

地
権
者
と
の
打
合
せ
は
終
了
し
て
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
地
権
者
の
ご
意
向
を
伺

い
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
撤
去
し
た
う
え
で
、
塗
装

を
擦
り
つ
け
る
こ
と
を
お
伝
え
し
て
い
る
。

工
事
着
手
に
あ
た
り
、
再
度
ご
説
明
に
伺
う

予
定
で
あ
る
。

答
９
月
中
に
撤
去
予
定
と
電
気
事
業
者

よ
り
聞
い
て
い
る

問　
災
害
時
の
ト
イ
レ
は
、
人
間
の
尊
厳
、

健
康
、
犯
罪
と
も
密
接
に
関
係
す
る
重
要
な

問
題
で
あ
る
。
長
期
間
の
避
難
所
開
設
で
下

水
道
が
使
え
な
い
状
況
が
続
い
た
時
の
対
応

と
し
て
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
配
備
を
検

討
で
き
な
い
か
伺
う
。

副
町
長　
避
難
所
に
お
け
る
ト
イ
レ
は
、
水
、

食
料
の
次
に
重
要
な
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

導
入
事
例
な
ど
の
情
報
収
集
を
行
い
、
検
討

し
て
い
く
。

バ
ス
大
幅
減
便
、
事
前
協
議
は
あ
っ
た
の
か

問　
４
月
に
、
ち
ば
グ
リ
ー
ン
バ
ス
の
ダ
イ

ヤ
改
正
で
本
佐
倉
線
の
大
幅
減
便
が
あ
っ
た

が
、
京
葉
線
の
よ
う
な
一
方
的
な
申
出
に
よ

り
、
ダ
イ
ヤ
改
正
が
行
わ
れ
た
の
か
、
町
に

事
前
に
協
議
等
が
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

企
画
財
政
課
長　
事
業
者
よ
り
３
月
に
ダ
イ

ヤ
改
正
の
情
報
提
供
は
あ
っ
た
が
、
事
前
協

議
等
の
申
し
出
は
な
か
っ
た
。
人
件
費
や
燃

料
費
の
高
騰
、
利
用
者
の
恒
常
的
な
減
少
傾

向
な
ど
、
さ
ら
に
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
も
重
な

る
中
で
、
路
線
廃
止
せ
ず
に
運
行
維
持
す
る

た
め
に
最
大
限
の
企
業
努
力
を
し
た
結
果
と

し
て
、
や
む
を
得
ず
減
便
に
至
っ
た
こ
と
を

確
認
し
て
い
る
。

問　
町
に
隣
接
す
る
白
銀
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
線

は
、
京
成
佐
倉
駅
発
22
時
台
は
４
本
、
21
時

台
は
３
本
あ
る
。
こ
れ
ら
の
便
を
１
本
で
も

２
本
で
も
酒
々
井
町
へ
来
る
系
統
に
す
る
要

望
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

企
画
財
政
課
長　
今
後
、
要
望
し
て
い
き
た

い
。

軽
量
ラ
ン
ド
セ
ル
の
無
償
配
布
を

問　
ラ
ン
ド
セ
ル
が
重
く
、
子
ど
も
が
心
身

に
不
調
を
き
た
す
こ
と
が
な
い
よ
う
併
せ
て

家
計
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
軽
量
ラ

ン
ド
セ
ル
の
無
償
配
布
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

学
校
教
育
課
長　
ラ
ン
ド
セ
ル
の
背
負
い
方

や
収
納
の
仕
方
等
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12
月

議
会
の
岡
野
議
員
に
よ
る
質
問
を
受
け
、
保

護
者
あ
て
の
文
書
を
発
出
す
る
と
と
も
に
、

学
校
に
対
し
て
指
導
依
頼
を
行
っ
た
。
軽
量

ラ
ン
ド
セ
ル
の
配
布
に
つ
い
て
は
、
他
市
町

村
の
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、
検
討
し
て
い
く
。

問答
災
害
時
の
対
応
と
し
て
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
の
配
備
を
検
討
で
き
な
い
か

導
入
事
例
な
ど
を
参
考
に
情
報
収
集
を

行
い
、
検
討
し
て
い
く

御園生 浩士御園生 浩士議員議員

一般質問

岡野 義広岡野 義広議員議員
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問　
千
葉
県
印
旛
土
木
事
務
所
に
対
し
、「
墨

入
口
交
差
点
」
の
右
折
レ
ー
ン
設
置
に
必
要

な
予
算
の
確
保
と
工
事
の
早
期
着
手
に
つ
い

て
、
議
会
と
連
携
を
し
た
要
望
に
つ
い
て
町

の
考
え
を
伺
う
。

町
長　
町
も
早
期
の
事
業
着
手
を
望
ん
で
お

り
、
用
地
交
渉
な
ど
の
課
題
に
積
極
的
に
協

力
し
、
さ
ら
に
千
葉
県
に
要
望
し
て
い
く
。

歯
科
検
診
の
対
象
者
拡
大
を

問　
成
人
歯
科
検
診
は
40
歳
か
ら
と
な
っ
て

い
る
が
、
高
校
卒
業
後
（
19
歳
以
上
）
か
ら

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
べ
き
と
考
え
る
が

町
の
考
え
を
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　
高
校
卒
業
後
か
ら
の
歯
科

検
診
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
健
康
プ
ラ
ン
中

間
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
等
を
注
視

し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
中
学
生
に
お
け
る
歯
肉
の
炎
症
所
見
を

有
す
る
生
徒
の
割
合
が
県
平
均
よ
り
高
い
が

学
校
教
育
の
場
で
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り

の
指
導
を
推
進
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
伺
う
。

学
校
教
育
課
長　
学
校
の
教
育
課
程
は
各
小

中
学
校
長
が
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

児
童
生
徒
の
健
康
増
進
の
た
め
、
よ
り
充
実

た
指
導
の
推
進
が
各
学
校
で
図
ら
れ
る
よ
う

依
頼
し
て
い
く
。

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
を

問　
駅
か
ら
東
酒
々
井
・
ふ
じ
き
野
地
区
の

み
の
極
め
て
コ
ン
パ
ク
ト
な
路
線
を
走
る
グ

リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
を
提
案

す
る
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

企
画
財
政
課
長　
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ

テ
ィ
は
狭
い
道
路
で
も
走
れ
る
等
の
メ
リ
ッ

ト
も
あ
る
一
方
で
、
バ
ッ
テ
リ
ー
容
量
が
小

さ
く
、
広
範
囲
で
の
運
行
が
難
し
い
等
の
デ

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
の
で
、
先
進
自
治
体
の
導

入
状
況
等
を
調
査
し
、
町
に
と
っ
て
よ
り
良

い
方
策
を
さ
ら
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

水
田
風
景
を
守
る
た
め
の
方
策
を

問　
今
後
、
町
の
農
業
事
業
者
が
ど
の
よ
う

に
存
続
し
て
い
く
こ
と
で
収
益
性
の
高
い
農

業
が
継
続
し
、
町
の
魅
力
で
あ
る
水
田
風
景

を
守
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

経
済
環
境
課
長　
現
在
農
地
の
将
来
計
画
と

な
る
地
域
計
画
の
策
定
を
し
て
い
る
。
農
業

経
営
者
へ
各
種
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
農

地
の
集
約
化
や
法
人
化
に
力
を
入
れ
る
こ
と

で
、
収
益
性
の
高
い
農
業
を
実
現
し
、
継
続

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
魅
力
あ
る
酒
々
井
の

原
風
景
を
守
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問答
県
に
「
墨
入
口
交
差
点
」
の
右
折
レ
ー

ン
設
置
要
望
を

　
生
活
保
護
世
帯
の
エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

問　
受
給
世
帯
の
設
置
状
況
、
設
置
し
て
い

な
い
世
帯
へ
の
対
応
は
。

健
康
福
祉
課
長　
実
施
機
関
で
あ
る
印
旛
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
エ

ア
コ
ン
は
概
ね
設
置
さ
れ
て
お
り
、
設
置
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
、
保
護
費
の
や
り
繰
り

に
よ
っ
て
購
入
し
て
も
ら
う
た
め
、
購
入
意

向
を
確
認
し
、
家
計
管
理
に
係
る
助
言
指
導

を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

問　
設
置
費
用
や
電
気
料
金
の
補
助
は
。

健
康
福
祉
課
長　
平
成
30
年
度
に
制
度
改
正

が
あ
り
、
以
降
、
新
た
に
生
活
保
護
が
開
始

さ
れ
た
際
に
、
一
定
条
件
を
満
た
す
場
合
、

冷
房
器
具
購
入
費
と
設
置
費
用
の
支
給
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。
電
気
料
金
は
毎
月
の
生
活

保
護
費
の
中
か
ら
支
払
う
こ
と
に
な
る
。

問　
町
独
自
の
補
助
は
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
課
長　
生
活
保
護
制
度
は
、
全
国

一
律
で
運
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

町
独
自
で
生
活
保
護
世
帯
の
み
を
対
象
と
し

た
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

問　
国
・
県
へ
の
要
望
は
。

健
康
福
祉
課
長　
実
施
機
関
で
あ
る
印
旛
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
伝
え
る
。

介
護
保
険
制
度
改
悪
が
議
論
さ
れ
て
い
る

問　
利
用
者
に
対
す
る
国
の
制
度
改
悪
案
が

出
さ
れ
て
い
る
が
、
保
険
料
を
引
き
上
げ
た

町
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　
国
で
改
正
案
が
議
論
さ
れ

た
が
、
見
送
ら
れ
た
。
国
の
動
向
を
注
視
し
、

影
響
等
の
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
全
国
で
訪
問
介
護
事
業
所
が
閉
鎖
さ
れ

る
状
況
に
あ
る
が
、
実
態
と
課
題
は
。

健
康
福
祉
課
長　
訪
問
介
護
事
業
所
の
閉
鎖

理
由
と
し
て
、
職
員
の
高
齢
化
に
よ
る
退
職

で
人
手
不
足
が
原
因
と
聞
い
て
い
る
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

問　
す
べ
て
の
児
童
生
徒
の
学
校
給
食
の
無

償
化
に
必
要
な
予
算
額
は
。

学
校
教
育
課
長　
約
６
０
０
０
万
円
と
な
る
。

問　
富
里
市
と
の
共
同
調
理
に
よ
っ
て
軽
減

さ
れ
る
額
は
。�

そ
の
予
算
は
学
校
給
食
に

使
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
今
後
の
無
償
化
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　
縮
減
効
果
は
両
市
町
で
２

０
０
０
万
円
と
試
算
し
て
い
る
。
令
和
８
年

４
月
か
ら
中
学
生
の
学
校
給
食
費
無
償
化
を

町
長
が
表
明
し
て
い
る
。

問答
生
活
保
護
世
帯
の
エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
は

概
ね
設
置
さ
れ
て
い
る

早
期
の
着
手
を
望
ん
で
い
る

さ
ら
に
県
に
要
望
し
て
い
く

一般質問

金塚 学金塚 学議員議員

地福 美枝子地福 美枝子議員議員
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問　
ち
び
っ
子
天
国
が
廃
園
と
な
っ
た
の
が

平
成
29
年
。
以
降
、
施
設
管
理
に
経
費
を
か

け
な
が
ら
経
過
し
て
い
る
。
町
は
民
間
企
業

等
に
対
し
、
施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
状
況
は
ど
う

か
。
ま
た
、
現
在
の
管
理
経
費
、
基
金
残
高
、

解
体
費
用
等
の
試
算
に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
環
境
課
長　
民
間
事
業
者
か
ら
の
利
活

用
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
す
る
た
め

「
公
共
Ｒ
不
動
産
」
に
掲
載
し
、
現
在
ま
で

に
３
社
が
興
味
を
示
し
現
地
視
察
を
行
っ
た

が
、
活
用
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
令
和
５
年

度
の
管
理
費
は
50
万
３
７
７
３
円
で
、
令
和

５
年
度
末
の
基
金
残
高
は
１
億
７
５
９
３
万

９
６
７
９
円
と
な
っ
て
い
る
。
解
体
費
用
は

跡
地
活
用
に
基
づ
く
財
源
を
充
て
る
こ
と
と

し
、
試
算
し
て
い
な
い
。

問　
民
間
企
業
等
へ
の
施
設
の
利
活
用
の
呼

び
か
け
に
は
、
敷
地
の
更
地
化
等
の
条
件
を

明
示
化
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

経
済
環
境
課
長　
施
設
を
見
て
も
ら
っ
た
中

で
、
民
間
事
業
者
か
ら
提
案
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。
そ
の
中
で
施
設
は
要
ら
な
い
と
な
れ

ば
事
業
者
と
の
協
議
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
跡
地
に
駐
車
場
は
必
要
な
の
か

問　
町
が
Ｊ
Ａ
跡
地
を
取
得
し
た
の
が
令
和

２
年
で
あ
る
が
、
町
は
住
民
の
利
便
さ
の
向

上
と
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
か
ら
の
駅
周
辺
へ
の
回

遊
を
目
的
に
駐
車
場
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

計
画
上
の
必
要
面
積
、
収
容
台
数
及
び
利
用

者
等
の
推
計
、
そ
の
根
拠
等
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
駐
車
場
の
台
数
は
、
敷

地
面
積
（
１
６
２
８
．
３
２
平
米
）
か
ら
約

50
台
と
想
定
し
て
い
る
。
町
民
が
東
し
す
い

駅
前
で
の
買
い
物
や
外
出
の
利
便
性
が
増
す

と
考
え
て
い
る
。

問　
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
か
ら
、
駅
周
辺
に
回
遊

さ
せ
る
た
め
の
構
想
は
あ
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長　
町
内
や
周
辺
及
び
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
か
ら

の
来
客
者
と
中

心
市
街
へ
誘
客

す
る
に
は
駐
車

場
の
整
備
は
必

要
と
考
え
て
い

る
。

問答
ち
び
っ
こ
天
国
の
利
活
用
を
図
る
た
め

に
は
施
設
を
解
体
す
べ
き
で
は

民
間
事
業
者
か
ら
施
設
不
要
と
な
れ
ば

協
議
し
て
い
く

　
お
米
が
品
切
れ
、
品
薄
と
な
り
異
常
事
態

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
消
費
者
の
責
任
で

は
な
く
、
政
府
が
需
要
と
価
格
へ
の
責
任
を

市
場
に
丸
投
げ
し
、
一
方
で
米
農
家
に
生
産

調
整
を
押
し
つ
け
、
そ
の
結
果
、
離
農
が
加

速
し
た
。
米
農
家
は
資
材
高
騰
に
よ
る
生
産

費
の
高
騰
の
う
え
、
時
給
10
円
で
米
作
り
を

２
年
間
強
い
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
町
長
に

次
の
２
点
を
伺
う
。

問　
米
の
価
格
保
証
や
所
得
補
償
を
行
い
、

農
家
が
安
定
し
て
生
産
で
き
る
よ
う
に
す
べ

き
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長　
農
業
は
所
得
補
償
政
策
で
成
り
立
っ

て
い
る
。
実
態
を
見
な
が
ら
、
し
っ
か
り
し

た
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

問　
食
料
自
給
率
の
向
上
を
国
政
の
基
本
目

標
に
位
置
づ
け
、
早
急
に
50
％
に
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

経
済
環
境
課
長　
国
が
策
定
し
た
計
画
に
お

い
て
、
食
料
自
給
率
は
２
０
３
０
年
度
に
カ

ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
45
％
と
す
る
目
標
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。

問　
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
79
年

が
経
過
し
た
。
平
和
記
念
式
典
で
広
島
市
長

は
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
締
結
国

と
な
る
よ
う
求
め
た
。
唯
一
の
被
爆
国
と
し

て
、
日
本
も
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長　
戦
争
や
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
社
会

は
、
国
民
す
べ
て
の
願
い
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
外
交
や
防
衛
政
策
に
関
わ
る
国

の
専
権
事
項
で
あ
る
の
で
、
国
会
に
お
い
て

議
論
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

町
体
育
館
等
の
跡
地
を
駐
車
場
に

問　
「
町
体
育
館
」
と
「
酒
々
井
小
学
校
プ

ー
ル
」
の
跡
地
は
駐
車
場
と
し
て
活
用
す
る

の
か
。

こ
ど
も
課
長　
学
校
行
事
に
合
わ
せ
て
使
え

る
ス
ペ
ー
ス
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

生
涯
学
習
課
長　
プ
ー
ル
跡
地
は
更
地
に
し

て
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

裁
判
の
判
決
を
受
け
止
め
る
の
か

問　
「
青
少
年
交
流
の
家
」
の
裁
判
は
６
年

が
経
過
す
る
。
10
月
４
日
に
判
決
が
あ
る
と

き
く
が
、
判
決
を
受
け
止
め
る
の
か
、
控
訴

も
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の

裁
判
費
用
を
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長　
判
決
内
容
を
精
査
し
て
判

断
す
る
。
裁
判
費
用
は
令
和
５
年
度
決
算
ま

で
で
５
２
６
万
５
４
３
円
と
な
っ
て
い
る
。

答
実
態
を
見
な
が
ら
、
し
っ
か
り
し
た
対
応

が
必
要
と
考
え
て
い
る

問
農
家
が
安
定
し
て
生
産
で
き
る
よ
う
に

す
べ
き
、
町
長
の
考
え
は

一般質問

齊藤 博齊藤 博議員議員

竹尾 忠雄竹尾 忠雄議員議員

JA跡地（東酒々井）



ここどもども模擬議会代表者模擬議会代表者に
❶町にどんな提案をしましたか？
❷町の好きなところや今後どのような町になってほしいですか？
❸こども模擬議会に参加してどうでしたか？

　
大
谷
翔
平
選
手
が
ワ
ー
ル
ド

シ
リ
ー
ズ
を
制
覇
！
来
年
は
二

刀
流
復
活
の
期
待
！
と
来
シ
ー

ズ
ン
の
「
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
」
が

楽
し
み
で
す
ね
。初
冬
に
入
り
、

皆
さ
ん
も
来
シ
ー
ズ
ン
に
備
え

て
、
う
が
い
、
手
洗
い
の
二
刀

流
で
体
調
管
理
を
。

委 

員 

長　
　
御
園
生　
浩
士

副
委
員
長　
　
小
坂　

和
也

委　
　
員　
　
金
塚　
　

学

委　
　
員　
　
小
早
稲　
美
穂

委　
　
員　
　
木
内　

信
子

委　
　
員　
　
綿
貫　
　

薫

編
集
に
あ
た
っ
て

　
次
の
定
例
会
は
、
12
月
３
日

に
開
会
す
る
予
定
で
す
。

　
会
期
の
予
定
は
、
11
月
22
日

に
開
催
予
定
の
議
会
運
営
委
員

会
で
決
ま
り
ま
す
。
会
期
等
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
議
会
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
（
４
９
６
）
１
１
７
１

　
（
内
線
２
５
１・２
５
２
）

12
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

きました

山
や ま ぐ ち

口陽
ひ な の

菜乃さん 田
た じ り

尻 瑛
え い と

人 さん八
や ま き

牧顕
け ん の す け

之介さん 杉
す ぎ や ま

山 葉
は な

奈 さん

　10 月 16 日、こども模擬議会が議場で開催され、各学校から
選ばれた小学生４名、中学生５名の合計９名の代表者が出席し、
議長以外の８名が登壇してまちづくりプランの提案を行いました。

❶町民の美化意識をより高め
るために広報活動や、地域
美化活動の計画についての
質問をしました。

❷私は、酒々井町の昔からの
伝統や風景が好きなので、
今後もそんな酒々井のいい
ところを守り続けてほしい
です。

❸今回議員として議会に参加
させていただいたことで、
酒々井町への関心が高まり
ました。

❶酒々井町の生活困窮者への
支援が確実に町民へ行き届
いているのかどうか質問を
しました。

❷子どもの意見も真剣に聞
いてくれることが嬉しいで
す。酒々井町の、一人一人
が幸せでいる町になってほ
しいです。

❸とても緊張しました。でも、
酒々井町のために自分が意
見を出せたのが嬉しかった
です。

❶最近、日本に移住する外国
人が増えているので、外国
人が住みやすい町にしてい
るか、どんな工夫があるか
質問をしました。

❷外国人も住みやすい町にし
ていきたいです。そのため
に、僕もなるべく協力して
いきたいと思います。

❸すごく緊張しましたが、自
分なりには上手くできまし
た。

●田尻さんは議長なので質問
をしていません。

❷酒々井町の小中学生をはじ
め、多くの人により優しい
町になってほしいです。

❸今回議長をやらせていただ
き、酒々井町について様々
な意見が出て、住みやすい
町にしていきたいという思
いを強く感じました。多く
の人が町の行政に携わって
いることを知ることができ
ました。


